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[アドバンテージ]
　当研究室では、これまで国内外の構造物の空力振動に関

して、長く研究を実施してきた豊富な経験と実績を有してい

ます。また、研究を実施するための風洞をはじめとする実験

施設、コンピュータシミュレーションを行うための専用の解

析ツールを有しており、国内外でも屈指の能力を有していま

す。また、最近では、構造物のヘルスモニタリング研究を行う

上で、温度、日照、降雨などの自然環境因子の影響を考慮で

きる新しい「構造物劣化促進環境シミュレータ」を導入し、

世界に例を見ない実験が行える装置を導入しました。

[事例紹介]
　「構造物劣化促進環境シミュレータ」には、降雨を再現し

た風洞実験が実施できます。斜張橋ケーブルでは風雨のも

とで、ケーブルが激しく振動するレインバイブレーションとい

う現象が生じますが、この装置を使って、レインバイブレー

ションの発生メカニズム、振動制御方法について、研究を実

施しています。
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[ 研究概要 ]
 目に見えない風の作用を風洞実験，数値解析によって予測し，有害な振動や損傷を生じない橋梁，構造を研

究しています。斜張橋や吊橋，大きな橋になると，風によってさまざまな振動が生じることがあります。これは，風

の流れが構造物に作用して，流れの剥離を生じさせ，渦などの複雑な流れ場が非定常な力を加える結果です。こ

のような構造物周りの流れ場，流体力の形成メカニズム，振動制御方法などについて，風洞実験，数値流体解析

を使って研究を行っています。

■ 相談に応じられるテーマ
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